
４
月
20
日(

土)

午
後
６
時
30
分
よ
り

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

藤
苑
に
て
、
出
席
者

数
26
名
（
本
人
出
席
18
名･

委
任
状
出
席

８
名
）
の
も
と
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
土
橋
商
工
会
長
は
も
と
よ
り
、
武
部

新
衆
議
院
議
員
秘
書
小
澤
陽
平
氏
、
北
海

道
議
会
議
員
高
橋
文
明
事
務
所
長
遠
藤
孝

憲
氏
、
斜
里
町
産
業
部
長
塚
田
勝
昭
氏
、

商
工
観
光
課
長
河
井
謙
氏
、
商
工
会
事
務

局
長
清
信
輝
雄
氏
の
総
勢
６
名
の
来
賓
が

来
場
さ
れ
る
な
か
、
議
事
を
進
行
。

「
第
１
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て
」
、
「
第

２
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
、

「
第
３
号
議
案

任
期
満
了
に
よ
る
役
員

選
任
に
つ
い
て
」
提
案
通
り
承
認
さ
れ
、

最
終
議
案
「
第
４
号
議
案

斜
里
町
商
工

会
青
年
部
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

で
は
、
植
村
部
長
よ
り
規
約
第
３
章
部
員

(

部
員
の
資
格)

「
そ
の
親
族
」
の
文
言
箇

所
を
「
そ
の
親
族
若
し
く
は
そ
の
後
継
者

と
認
め
ら
れ
る
者
」
に
変
更
と
提
案
さ
れ
、

こ
れ
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

★
新
役
員
体
制

部

長

中
村

健
太
郎(

㈱
中
村
商
会)

副
部
長

多
田

幸
広(

多
田
塗
装)

須
田

尚
晃(

㈲
ス
ダ
運
送)

理

事

澤
田

正
弘(

沢
田
モ
ー
タ
ー
ス)

分
銅

幸
太(

食
事
処
て
ん
て
ん
て
ま
り)

杉
山

和
之(

㈲
す
ぎ
や
ま)

大
野

浩
輝(

斜
里
ア
ポ
ロ
石
油
㈱)

監

事

植
村

昌
明(

植
村
建
設)

安
藤

賢
生(

㈲
安
藤
洋
品
店)

★
卒
業
生(

法
定
脱
退)

外
川

勇
司(

㈱
丸
あ
野
尻
正
武
商
店
）

高
野

将
一(

㈱
河
面
組
）

長
年
に
わ
た
り
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

★
新
入
部
員

堀
田

侑
馬(

網
走
信
用
金
庫
斜
里
支
店)

片
岡

勇
太
郎(

音
楽
酒
場
龍
湖)

菅
原

悠
亮(

菅
原
商
店)

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
27
日(

土)
に
令
和
元
年
度
通
常
総

会
が
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
藤
苑
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
武
藤
女
性
部
長
、
土
橋
商
工
会

長
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
来
賓
の
武
部
新
衆

議
院
議
員(

秘
書
代
理)

、
高
橋
文
明
道
議

会
議
員
、
斜
里
町
よ
り
馬
場
町
長
か
ら
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。
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事
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び
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、
第
二
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議
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事
業

計
画(
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及
び
収
支
予
算(

案
）
の
２
つ

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
満
場
一

致
で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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４
月
19
日(

金)

、
毎
年
恒
例
と
な
る
新

人
社
員
研
修
会
が
産
業
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
16
名
の
参

加
が
あ
り
、
講
師
は
斜
里
町
の
概
要
を
伊

藤
智
哉
斜
里
町
総
務
部
企
画
総
務
課
長
、

社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
の
基
本
・
電
話

実
技
研
修
会
を
東
京
よ
り
お
招
き
し
た
山

脇
あ
き
子
氏
に
ご
担
当
頂
き
、
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
は
講
師
の
方
々
の

説
明
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
特
に
マ
ナ
ー

講
習
で
は
、
具
体
的
な
電
話
対
応
の
ケ
ー

ス
な
ど
を
想
定
し
て
、
細
や
か
な
対
応
方

法
を
学
ぶ
な
ど
、
短
時
間
の
研
修
で
効
果

的
に
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

斜
里
町
産
業
会
館
は
建
設
か
ら
50
年
余

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と

か
ら
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
改
修
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
改
修
と
し
て
、
新
た
に
会
議
室
・

研
修
室
（
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
）
・
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
、
屋
根
・
ト
イ
レ

等
の
一
部
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ

い
。
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加
入
者

御
食
事
処
た
か
く
ら

谷
口

均
氏

脱
退
者

五
十
嵐
商
店

五
十
嵐
フ
サ
氏

オ
ホ
ー
ツ
ク
カ
ー
ド
事
業
協
同
組
合

(

有)

清
野
精
肉
店

元
木
洋
品
店

元
木
恵
子
氏

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
ジ
ュ
ン

今
野
純
子
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レ
デ
ィ
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ス
シ
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プ
サ
サ
キ

佐
々
木
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二
氏

ウ
ナ
ベ
ツ
岳
メ
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和
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久
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小
山
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建
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備
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ブ
ラ
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か
み(

株)

令
和
元
年
5
月
1
日
現
在

会
員
数
323
名
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工
業
部
会
の
作
業
免
許
技
能
講
習
会
が
、

４
月
６
日
（
土
）
か
ら
車
両
系
建
設
機
械

（
整
地
等
）
の
講
習
を
皮
切
り
に
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
初
日
に
山
本
工
業
部
会
長
か

ら
挨
拶
を
頂
き
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
玉

掛
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
学
科
・
実

技
、
各
種
安
全
衛
生
教
育
の
講
習
の
全
日

程
を
19
日
（
金
）
で
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
の
べ
95
名
。
今
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は
小
型

移
動
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全
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わ
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受
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し
た
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は
小
型

移
動
式
ク
レ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
安

全
衛
生
教
育
が
加
わ
り
、
幅
広
い
有
意
義

な
受
講
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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社会人マナーの研修の様子社会人マナーの研修の様子

○巡回健康診断
と き：5月21日(火)～22日(水)

ところ：産業会館大ホール

申し込み済みの皆様には、約一

週間前に受診日と問診票等を健康

診断実施機関である北海道労働保

険管理協会から送られています。

○ふらっとナイト
と き:6月14日(金)

19時00分～22時00分迄

ところ:実施商店街
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小規模事業者持続化補助金
小規模事業者の販路開拓等の取

組を支援する通称・持続化補助金

制度事業(基本的に上限50万円）

が、国の平成30年度補正予算とし

て組み込まれ、実施される予定で

す。

詳細はまだ未定ですが、経営計

画、及び事業計画の提出が必須と

なるため、ご興味のある方は早め

に商工会までご相談下さい。
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に商工会までご相談下さい。次号は総代会の記事を掲載予定次号は総代会の記事を掲載予定
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